

















































佐渡伝統文化研究所        　　
　所長　石瀬佳弘    　
　刊行にあたって
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3.2　調査研究事業    
3.2.1　市指定文化財現況確認











































番号 分野 資料名 寄贈/寄託/その他 数量 収集年月
1 歴史資料 長谷川海太郎家関連文書 寄贈 段ボール箱３・ふすま２組 H19.04
2 歴史資料 本間万吉家資料 寄贈 仏壇１・箪笥１・着物類 H20.01
3 歴史資料 水津出張所跡所蔵文書 その他 文書保存箱 60 H19.12
4 書籍 故羽生平雄蔵書　佐渡郷土資料 寄贈 226 件 H19.08
5 歴史資料 澁谷小左衛門家資料 寄贈 349 件 H19.09
6 書籍 笠井正明家書籍 寄贈 29件 H19.09
7 歴史資料 正法寺ふすま 寄贈 ふすま 10枚 H20.02






















































































【第 23 回 天領ゼミナール】
　天領研究会との共催



























・平成 19年 10月 15 日 ( 月 )
   金井小学校６年生 48名、教員３名
   明治紀念堂案内・解説
・平成 19年 11月 13 日 ( 火 )、15 日 ( 木 )
   金井小学校３年生 50名、教員２名
   明治紀念堂案内・解説、堂の貝塚解説
・平成 19年 11月 19 日 ( 月 )
   金井吉井小学校４年生 22名、教員１名
   金井歴史民俗資料館案内・解説
・平成 20年２月 14日 ( 木 )
   松ヶ崎小学校 5・6年生５名、教員１名

















○復刻 ( 電子版 )
 　・「鷺流狂言を伝えた人々」　( 池田哲夫 )






























































































































































































































　 ( 特別寄稿　地域教育雑感 )　佐藤利夫　
　 (『佐渡近現代史人名辞典』稿本 (2）)　石瀬佳弘　
　 ( 間山・庄右衛門町から大工町界隈 (3) ～間山から庄右衛門町・金銀山ロードの住人たち～ )　小林祐玄　
　 ( 昭和三十年代の高千・入川集落の群れ遊びマップ )　仲田善夫　
　 (「ドウヨマツリ・コドモオンデコ」)　山川辰也　
　 ( 佐渡教会をめぐる人びと－佐渡プロテスタント伝道の百年－（その４）)　渡辺信吾　
　 ( 佐渡の山々　初めに )　竹村博道　
　 ( 佐渡徳和の政治家、野澤卯市の年譜と卯市文書リスト )　風間進　
　 ( 豊かな感性と実践力を育てる環境教育～新穂の空に再びトキを～ )　行谷小学校　
　 ( 輝け！世界の宝　佐渡金銀山　～「ふるさと相川」に生まれたことに自信と誇りをもち　たくましく生きる子供の
　　育成 )　相川小学校　
　 ( 伝統文化を、なぜ学習するか～「小倉子ども鬼太鼓」継承活動の取組から～ )　小倉小学校　




























○『はざ木』第48号 ( 三代目宮田藍堂　象堂を語る　所収）　（棒　賢一）　 ( 財 )美術育成財団　雪梁舎








































































































寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
専念寺 鍛冶町 慶長元年
法界寺 下寺町 慶長 11年 河原田大坂町より移転
銀山寺 下寺町石坂 慶長 11年
大安寺 下寺町南沢 慶長 11年
源昌寺 治助町桐ノ木沢 慶長 12年
長安寺 下戸町 慶長 13年








広源寺 南沢 元和７年 はじめ一町目に建立、のち移転
大超寺 中寺町 元和９年 「慶長元年単誉義白、専念寺・大超寺両寺建立せり」とあり（大超寺由緒書には慶長３年開基とあり）





光照寺 相川大坂町 慶長年中 享保 12年新町村へ移転
光明寺 鹿伏村 寛永６年 寛文 12年焼失、退廃
光善寺 長坂町 不明 寛永７年小木町へ移転
安養寺 下寺町石坂 寛永 10年 延宝３年滅亡
法華宗（日蓮宗）　　（20カ寺、廃寺２カ寺）






玉泉寺 五郎左衛門町 慶長 11年
ー 13ー
慶長期相川に集まった人びと ー相川の寺院調査 中間報告ー
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本敬寺 下寺町 慶長 11年 応永 17年沢根村須川に長性寺として建立、のち相川に移る
妙円寺 南沢（治助町） 慶長年中 慶長元年鶴子四十物町に建立、のち相川治助町へ移る
妙輪寺 下寺町 慶長年中








法泉寺 下山之神町 寛永６年 寛永元年五十里村に建立、同６年相川へ移る
本典寺 下寺町 寛永６年 元和９年庵を結ぶ
妙伝寺 治助町稗畑 寛永６年
覚性寺 治助町 寛永７年
妙福寺 下寺町 寛永 14年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
本行寺 上相川 不明 寛文５年以後退破、寺地は本典寺が支配
妙栄寺 中寺町 不明 祖師像妙輪寺へ納める
一向宗（浄土真宗）　（18カ寺、廃寺 21カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
蓮光寺 左門町 慶長８年
広永寺 上羽田町 慶長８年
願泉寺 米屋町 慶長 11年
大福寺 六右衛門町 慶長 17年
称名寺 五郎左衛門町 慶長 18年
長明寺 南沢 慶長 19年















称念寺 紙屋町 寛永２年 はじめ山ノ内左沢（五十里炭屋町称念寺隠居所）にあり、正徳３年今の地（願龍寺旧屋敷）に移る
了円寺 炭屋町東側 寛永 13年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
善宗寺 六右衛門町 元和７年 元禄 12年広円寺と合併して廃寺
順光寺 弥十郎町 寛永２年 正保年中、願龍寺と合併して廃寺
専福寺 南沢 不明 元禄年中廃退
證誠寺 九郎左衛門町 不明
安楽寺 不明 不明 中古證誠寺と合併し廃寺となる
浄願寺 治助町 不明 大岡源三郎（承応３年没）の菩提所、のち退転
照見寺 夕白町 不明 明暦年中退転
長覚寺 夕白町 不明 寛文５年以後廃滅
浄徳寺 下寺町 不明 寛文の頃廃滅













寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
妙音寺 奈良町 慶長 11年
興禅寺 桐ノ木沢（治助町） 慶長 16年
金昌寺 下寺町 慶長 19年











慈徳寺 不明 不明 正保３年破滅、寺地は興禅寺支配
泉龍寺 柴町 不明 明暦２年廃滅、寺地は大泉寺境内となる
円通寺 下寺町石坂 不明 中古退破、元禄 15年高安寺五世により寺地に宝筺印塔建立
真言宗　（７カ寺、廃寺４カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
金光寺 下戸村 慶長６年
福泉寺 下寺町石坂 慶長 17年
大乗寺 下山之神町 慶長 17年





観音寺 鹿伏村 不明（慶長年中か） 慶長 13年再建立
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
遍照院 下山之神町 不明 元禄８年破滅、寺地は法泉寺預かり墓地とする
地蔵寺 中寺町 慶長 12年 正徳６（享保元）年相運寺に併合され廃寺
慈眼寺 中寺町 不明 宝暦２年本寺沢根村曼荼羅寺境内へ移転
見性寺 中寺町 不明 はじめ六右衛門町に建立
天台宗（６カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本昌寺 一町目裏江戸沢 元禄元年 元禄年中まで一向宗、のち天台宗に改宗
大光院 上山之神町 慶長 12年
教寿院 下山之神町 慶長 12年
医王寺 鹿伏村 慶長 17年
万福院 五郎左衛門町 慶長 19年
弾誓寺 四町目 寛永 13年
時宗　（１カ寺、廃寺１カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考






寺院名 所在地 開基年代 備考

































































































































































































































































































































































































































































































































































































No. 氏　名 屋　敷 田 畑 合　計
1 半兵衛 １畝３歩 １４歩 １反４畝２６歩 １反６畝１３歩
2 市兵衛 ２０歩 ２反２畝１歩 ２反２畝２１歩
3 清三郎 ２８歩 １７歩 １畝１５歩
4 六之烝 ２０歩 １反１畝１６歩 １反２畝６歩
5 源五郎 １２歩 ２８歩 １畝１０歩
6 兵左衛門 ２５歩 １畝１３歩 ２畝８歩
7 作右衛門 ２５歩 １６歩 １畝１８歩 ２畝２９歩
8 喜兵衛 ３畝３歩 １０歩 ３反９畝１４歩 ４反２畝２７歩
9 三蔵 ２６歩 ５畝１６歩 ６畝１２歩
10 長四郎 ２０歩 １畝２９歩 ２畝１９歩
11 徳兵衛 １畝２６歩 ２反７畝１８歩 ２反９畝１４歩
12 三光院 ２６歩 ２反６畝３歩 ２反６畝２９歩
13 孫右衛門 １畝２２歩 ４畝 ５畝２２歩
14 久兵衛 ２５歩 ５畝４歩 ５畝２９歩
15 兵助 １０歩 １反２２歩 １反１畝２歩
16 太郎兵衛 １畝１８歩 ２畝１歩 ３畝１９歩
17 甚四郎 １畝 ２反５畝１８歩 ２反６畝１８歩
18 弥次兵衛 ２畝６歩 １畝２２歩 ６畝６歩 １反４歩
19 長助 ２４歩 １反１畝２１歩 １反２畝１５歩
20 吉十郎 １畝１８歩 １反９畝７歩 ２反２５歩
21 孫助 １畝２６歩 ２８歩 １反５畝２９歩 １反８畝２３歩
22 孫蔵 ２４歩 １０歩 １畝４歩
23 弥助 １畝５歩 １畝５歩
24 作兵衛 １畝１２歩 ２反８畝２３歩 ３反５歩
25 弥蔵 ３反１畝６歩 ３反１畝６歩
26 伝九郎 ２４歩 ４反２畝８歩 ４反３畝２歩
27 左右衛門 ２３歩 １反４畝３歩 １反４畝２６歩
28 久三郎 １畝２０歩 ８畝４歩 ９畝２４歩
29 九兵衛 ２４歩 ８畝１１歩 ９畝５歩
30 甚十郎 ２畝４歩 ５反３畝２６歩 ５反６畝
31 主三郎 １畝５歩 １畝２５歩 １反３畝１２歩 １反６畝１２歩
32 三之烝 ２５歩 ９畝２４歩 １反１９歩
33 源六郎後家 ２畝３歩 ４畝１０歩 ６畝１３歩
34 兵吉 １畝 １度９畝１歩 ２反１歩
35 嘉右衛門 ２０歩 １反２畝１歩 １反２畝２１歩
36 吉兵衛 ７畝４歩 １２歩 ７畝１６歩
37 忠四郎 １畝 １反５畝２３歩 １反６畝２３歩
38 勘六 １畝１０歩 １反１畝１２歩 １反２畝２２歩
39 作右衛門 ２歩 ５畝２歩 ５畝４歩
40 孫右衛門隠居 １畝 ６歩 １畝６歩
41 三平 ２畝 ２反１畝３歩 ２反３畝３歩
42 喜左衛門 ２０歩 ２畝 ２４歩 ３畝１４歩
43 伝七 １畝１０歩 １反２畝８歩 １反３畝１８歩
44 作左衛門 １畝１２歩 ２反１１歩 ２反１畝２３歩
45 権七 １畝３歩 ９畝２８歩 １反１畝１歩
46 兵九郎 １畝２０歩 ３反６畝３歩 ３反７畝２３歩
47 助六 １反８畝２１歩 １反８畝２１歩
48 六右衛門 １畝８歩 １畝８歩
49 清十郎半兵衛 ２０歩 ２０歩
50 次郎右衛門 ４畝 １畝１０歩 ５畝１０歩















































































































元和元（1615） 4 貫 108 匁 8 分
寛永 14（1637） 674 匁 1 分
明和元（1764） 2 貫 182 匁 9 分
寛政元（1789） 1 貫 141 匁 9 分
文化元（1804） 811 匁 4 分
文政元（1818） 247 匁 8 分
天保元（1830） 158 匁 9 分
弘化元（1844） 225 匁 9 分
安政元（1854） 121 匁 9 分
慶応元（1865） 77 匁 9 分
明治元（1868） 74 匁 7 分







（1772 ～ 1800（寛政 12))
享保・文化度迄　　　　〃　800 目より 200 目内外
































































































































































天保 14年 (1843) 120 石
弘化元 (1844) 120 石
弘化２年 (1845) 120 石
弘化３年 (1846) 120 石
弘化４年 (1847) 120 石
　同年 ７石 これは自普請骨折により下さる
計 127 石
嘉永元年 (1848) 120 石




嘉永３年 (1850) 120 石
嘉永４年 (1851) 120 石
嘉永５年 (1852) 120 石
嘉永６年 (1853) 120 石
安政元年 (1854) 120 石
安政 2年 (1855) 120 石
安政 3年 (1856) 120 石
安政 4年 (1857) 120 石 内40石  御普請入用、残80石
安政 5年 (1858) 120 石 内40石  御普請入用、残80石
安政 6年 (1859) 120 石
万延元年 (1860) 120 石 御普請入用　残 80石




文久２年 (1862) 56 石 砂金 66匁 7分



























































































































年 12 月には笹川十八枚村村民 180 人に対し、
１人につき２割安の払米４合ずつの下付願いが

















































( 表 8)　明治３年 (1870) 笹川十八枚村村民の
　　　　　　　　　　　　　　　他村耕地所持状況　
村名 田 畠 見取場
自村（笹川十八枚村） ２反３畝 10歩 7町6反9畝27歩 1町6反６畝20歩
小立村 ２反８畝 17歩 0 2反５畝　　　
大立村 ４畝１８歩 0 ６畝 27歩
西三川村 １町２反　20歩 1反 1畝 24歩 5反 9畝 12歩
倉谷村 9反　12歩 3畝 16歩 8反　　　15歩
下黒山村 5反 3畝 26歩 0 0
瀧平村 3反 2畝 3歩 0 0
豊田村 6反 6畝 2歩 0 0





































































































































































































































































































































































































































　　大  統  領　三宅正一　　衆議院副議長
　　副大統領　本間雅彦　　元佐渡農高講師
　　農林特別　西丸震哉　　農水省食品総合














































































































































































































































































































































































































































































































































リュウゴン信仰 ( 竜神信仰 ) を基底にして出稼
ぎ漁師によって善寶寺信仰が広まっていった可












































     　　　　　　　昭和十二年旧六月

























　　      　　 　山形県羽前國西田川郡下川村
　　　　　　　　　　　　　　　　　善寶寺
   　　　明治六年　　　　              供養塔係












































































































1988( 昭和 63) 年には、『佐渡島内石仏・石塔
など集大成』( 夷町五ノ町　ほなみ老人 ) のコ








 № 所在地                印刻 ( 文字 )          　備　　考             
1 相川町海士町         両大龍王             不動堂　倒壊           




両津市願             
                     
                     
善寶寺 ( 札 )           
明治廿八未年九月吉日建
相川石工久保田五平  
大野亀頂上             
                       
                       
4
  
両津市白瀬           
                     
金毘羅大権現         
龍宮両大龍王神       
白瀬　観音堂薬師堂     




　　　玉崎           
                     
                     
大山大権現           
金毘羅大権現         
秋葉山大権現         
諏訪神社境内           
( 一石に印刻 )           
                       




      　 見立           
                     
                     
文久元辛酉六月□日当村
奉請両龍八大龍王     
世話　平兵衛         
海岸                   
                       




両津市住吉           
                     
                     
風雨和順             
大山八大龍王尊       
海上安全           
                       
                       






      　野崎（写真ｰ 5）  海上安全             
大山善寶寺           
如意□□             
万延元（１８６０）   
　甲□十月吉祥日 
左脇に                 
月山、湯殿山、羽黒山   
明治 7(1874) 甲戌年二月 









  　　河崎（写真ｰ 6）           
                     
                     
                     
                     
文久二歳　壬戌三月二十
七日                 
天下泰平　五穀豊穣   
龍宮両大龍王神       
海上安全　大山善寶寺 
                       
                       
                       
                       




      　両尾           
                     
                     
海上安全　龍澤山     
龍宮両大龍王神       
如意□□　善寶寺     
岩崎                   
                       
                       





羽茂町下村山         
                     
                     
                     
龍王                 
明治十九年九月       
奉祀善法寺分霊於雨搭 
□□郡内　□□村中   
萱原神明社             
各種石塔あり           
                       
                       
14 赤泊村大杉   ( 右 )                 
天下泰平　国土安穏   
秋葉山大権現  
風雨順時　五穀成就
      当所　講中 
( 正面 )   
善寶寺大権現         
石工　小泊村       
           岡崎吉右エ門
( 左 )     
嘉永二庚戌年         
奉造立               
五月吉祥日 
( 背面 )               
湯殿山大権現         
世話人　金子佐兵衛   
地大良兵衛   
  □□三十良               
  佐々木三十良        
坂峯堂
15 　　　柳沢      （右 )
明治十六年  
        渡田宇吉
( 正面 )    





       　山田        
                     
                     
慶応二寅年           
善寶寺大権現         
旧三月　山田村中安□ 
  願主十良父   
  




















 両津市  真更川　諏訪社 
     　    　北鵜島
         　　願　　　大野亀頂上  明治 28(1895) 年９月  
         　　鷲崎　　矢崎神社 
         　　北小浦    熊野神社 
         　　歌見
         　　平松
         　　北五十里　北五十里神社　両大龍王殿
         　　羽吉（吉住）龍王殿
         　　北平沢　白山神社（？ ）
 　　　 　南平沢　白山社の下  善寶寺龍王殿 
 　　　 　春日町   谷地観音堂前・善寶寺 
         　　夷１       龍王・船霊社 
 　　　 　湊  　　 八幡若宮社
    　　　　　　　（天満天神社、出雲大社、大渡海神社合社）
   小社
   石祠
   小社
   小社
   小社
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   小社
         　　大川　　津上社 
         　　水津    白山社 
         　　片野尾
         　　月布施　観音寺
         　　野浦　　万福寺
         　　東立島　小田原社
         　　蚫
         　　赤玉
         　　立間　　諏訪社
         　　豊岡
         　　東鵜島　小田原社
         　　岩首
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
   小社
相川町  　矢柄
         　　北狄
         　　上小川
　　　 　千畳敷　( 明治 25(1892) 年８月 )
       　 　大浦
         　　橘　　　荒崎神社
         　　稲鯨
         　　米郷
 　　　　二見元村
   小社
   小社
   小社
 佐和田町五十里炭屋町
　　　　 五十里籠町
        　　五十里田中町  白山社
   石祠
   石祠
   石祠
 真野町　豊田
        　　田切須　鉄砲鼻
        　　椿尾
   石祠
   石祠
   石祠
   石祠
 羽茂町　亀脇
 羽茂町　大石
        　　大泊
        　　赤岩   昭和 8(1933) 年再建
   石祠
   石祠
   石祠
   厨子               
 赤泊村　大杉
       　　 新保　昭和 54(1979) 年再建
        　　柳沢
        　　山田
佐渡の善寶寺信仰－資料紹介をかねて－
ー 47ー
   石祠
   小社
   小社
   小社
   小社
   小社
   石祠
   石祠
   石祠
   小社
   小社
 小木町  井坪
         　 木流
         　 田ノ浦
         　 江積　　熊野社
         　 沢崎
         　 深浦　　白山社
         　 犬神平
         　 強清水
         　 宿根木
         　 琴浦
         　 元小木　大綿津見神社























































































































































明治中期における青年の研修活動と佐渡学会連合会   









































































































































































学会名 町村名 会員数 創　立 平均出席者 代表等 備　　考
相川致力会 相川町 味方友次郎 ①
佐渡青年協会 同上 100 森　知幾 ⑤⑥
佐渡青年学会 同上 118 明 25．4 山田　倬 ⑤⑥7
養気会 二宮村 45 明 20．11 11 矢田　求 1②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
同友 ( 学 ) 会 沢根町村 37 明 23．8 11 市島恵喜多 ①2③④⑤⑥⑦⑧
行余青年会 河原田町 51 明 22．11 13 高橋専蔵 ①②③④5⑥⑦⑧⑩
同志研究会 平泉村 48 明 22．11 22 北見喜宇作 ①②③④⑤⑥⑦8⑨⑩
遷喬会 金沢村 51 明 22．11 19 植田五之八 ①②3④⑤⑥⑦⑧⑨⑩
金蘭会 夷町 佐野卯之助 ①
畑野青年会 畑野村 39 明 22．4 15 本間慶四郎 ⑤⑥⑦⑧
多田一致会 多田 山我嘉七 ①②
羽茂青年会 徳和村 菊地多仲 ②③④
千手少年会 千手村 ②
同志講話会 亀ノ背村 32 15 藤井市蔵 ③4⑤⑦
北里益友会 真光寺 41 22 北守左千代 ③⑧⑨
国風会 羽茂村 ③
先覚会 水津村 37 明 24 伊藤亀蔵 ③⑥
吉井学会 吉井村 35 明 22．7 10 田村恒寿 ③④⑤⑦⑧ 10
新穂益友会 新穂村 ③




三餘学会 吉井村 柳島八十八 ③④
真野青年協会 真野村 41 尾畑　実 ④⑤
養智会 恋ケ浦村 松井仙太郎 ④⑧
同志共修会 小布施村 42 藤井豊丸 ④⑤
時習会 同上 中川嘉伝 ④
三餘学会 川茂村 74 高津嘉吉 ④⑤⑧9
千手晩成会 千手村 28 15 伊達喜太郎 ④⑤⑥⑦
以信益友会 窪田 15 8 本間新平 ⑤
少年学会 小木町 ⑤
野田青年会 野田村 20 10 大道千里 ⑤
少年研智会 畑野村 30 本間定次 ⑤
暇習会 金丸村 若林文平 ⑤
維宝農談会 金沢村 明 17 茅原鉄蔵 ⑥
夷益友会 夷町 50 20 山口松蔵 ⑤⑥⑦
内浦同志会 内浦村 97 明 14．9 16 佐竹守太郎 ⑥
加茂歌代青年会 加 茂 歌 代
村
29 明 25．7 岡村亀綱次 ⑥
明治青年会 明治村 藤井応吉 ⑥
内海府青年協会 内海府村 木村勘蔵 ⑥
有隣会 加 茂 歌 代
村
25 明 25．7 13 市橋長作 ⑦⑧
佐渡水産会 相川町 森　千幾 ⑦
内浦学会 内浦村 松本喜代丸 ⑦
高千青年学会 高千村 33 明 27．1 28 杉山熊太郎 ⑧
羽南少年会 小木町 43 15 木村堅譲 ⑧
甲午倶楽部 畑野村 ⑧⑨
潟上洗心会 潟上村 ⑨⑩































































































































































































































































































































































































































     　●天保十四年葵卯年年中日記
　　　二月十九日（旧暦）　付り
      　二、三日先より西南の間に白気顕るる由
　　　高崎（デ）聞（ク）。
    　　則今夜此を見る。参の下より起て長き
　　　事□丈計（ばかり）。人皆是を異とす。
    　●天保十四年二月二十六日















































































































































































　　　　（※「まっ暗な空」の意味）   
　　参宿南中　西　東                                                                
　　白気顕蓋其首ハ太陽没際ニ有テ 
 　　其尾者柳宿之何度自ラ絶スルニ似タリ




































































 　　 啓蟄第十三日 　     
 　　日テン (足偏に廛 ) 室ノ八度       
 　　則　日没比所ニ當ル
　　私なりに解釈すれば「啓蟄から１３日目（新











































































































　その系統』　国立天文台報　第８巻 , 85 － 110
　（2005）
４　海上保安庁　『天文歴』
５　東京天文台　『理科年表』　２００６年　岩波書店
６　天文年鑑編集委員会、『天文年鑑』　２００７年　
　　誠文堂新光社　
７　インターネット、各地天文博物館等資料目録
８　広瀬秀雄、日本史小百科『暦』H5.9.1 新装初版、
　　東京堂出版
９　田中圭一、『柴田収蔵日記』、１９７１年、
　　小木町史刊行会
10　内田正男、『暦と時の事典』、H5.4.20 二刷、
　　雄山閣
11　相川測候所　『佐渡災異誌』　1962
12　相川町、「佐渡相川の歴史」別冊『佐渡相川郷土史事典』
　　2002
西洋の天文学（コペルニクスの地動説等）　
本木良永（阿蘭陀大通詞）
「天地二球用法」で地動説を紹介 
ニュートンの門弟ジョン・ケイルの天文書の蘭訳
を始め西洋の天文書を翻訳する
司馬江漢（鈴木春重は同一人物。本名は安藤峻）
「刻白爾天文図解」「和蘭天説」などを刊行地動説
を広める
石井夏海（親）
石井文海（子）
柴田収蔵
幕府天文方　高橋到時
「星学手簡」「ラテンデ暦書管見」などの著者
長男　高橋景保
幕府天文方、シーボルト事件で獄死
伊能忠敬
　　天体観測を取り入れた測量
伊能忠敬の測量をもとにして佐
渡国絵図を完成させる。
地理・天文
測量術・天文学、西洋
の遠近法の画法や油絵
大槻玄沢 平賀源内
石井夏海の天文学の系統図
編集後記
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